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平成28年度 三笠市職員募集
職種・人員 事務職（上級、初級）、保健師・各若干名

採用予定日 平成28年4月1日

第1次試験 筆記試験、適応性検査、作文

第1次試験日時・場所 平成28年1月16日㈯午前9時30分・市民会館（幸町13番地）

提出期限・時間
12月28日㈪午前8時30分～午後5時（土・日曜日、祝日は受け付けできません）
※郵送可（開庁時間内必着）
※詳しくは市ホームページまたは直接お問い合わせください。

提出・問合先 総務課職員係☎②3184

【申込・問合先】
三笠ジオパーク推進協議会事務局

（商工観光課内）☎②3997

三笠中学校の地域課授業の取り組み「ジオパーク解説員になろう」

　三笠ジオパークでは平成25年度から、市内の中学校で地域科授業のカリキュラムとして、三笠ジ
オパークの授業を行い、今年度も三笠中学校、萱野中学校が取り組みました。
　今回は三笠中学校の取り組みを紹介します。小学4年から実施している地域科授業のまとめとし
て、三笠ジオパークを知るだけではなく、自分たちでジオパークのガイドを行うことで、コミュニ
ケーション能力を培うことなどを目的に取り組みました。

　10月2日、三笠ジオパークってなに？と題した授業を三笠ジオパーク
推進協議会の事務局員が行いました。
　スライドなどを使用して三笠ジオパークの基礎的な知識を学びまし
た。

②ガイド見学編
　10月7日、野外博物館と博物館のガイドを見学し、どのようにガイド
を行っているのか学びました。野外博物館は当協議会の事務局員、博物
館は博物館職員がガイドを行い、生徒の皆さんは本番に向けて真剣に
耳を傾けていました。

③ガイド実践編
　10月21日、三笠小学校の6年生を招き、野外博物館のガイドを行って
もらいました。クイズや自作の絵を使うなど、小学生が少しでも理解し
やすいよう、一人一人が工夫を凝らしたガイドを披露してくれました。
　ガイドを終えた子供たちは「相手に物事を伝える楽しさと大変さが
分かった」と話してくれました。

①事前学習編
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年末火災予防強調期間　12月20日～31日
「無防備な　心に火災が　かくれんぼ」

【問合先】消防課消防係☎②3499

　年の瀬を迎え何かと慌ただしいこの時期は、火の取り扱いがおろそ
かになりがちです。
　不注意などによる火災を防ぐため消防署では「年末火災予防強調期
間」として、各家庭や飲食店に防火の呼び掛けを行います。
　明るい新年を迎えるためにも、火の元には十分注意しましょう。

特別巡回指導

防火の呼び掛け

期間中の主な活動
夜間警戒

広報

サイレン吹鳴

　75歳以上の一人暮らしのお宅に電話や訪問をし
て、火災予防や生活安全を呼び掛けます。

　
年末で多忙になる飲食店を巡回し、火気設備の

点検や後始末について指導を行います。また、万が
一火災が発生した場合に、適切な消火と避難がで
きるよう注意や指導を行います。

　

　弥生・幾春別地区では、消防団が夜間警戒を行
い、消防車で赤色回転灯を点灯し警鐘を鳴らしな
がら地区を巡回します。

　
期間中、広報車で巡回広報を実施します。

　期間中、毎晩8時にサイレンを鳴らします。この
サイレンを合図に、火の元の点検を行いましょう。

▶料理をしている時はその場を離れず、離れる時は火を消しましょう。
▶たばこを吸うときは、大きい灰皿に水を入れて使用しましょう。
▶寝たばこは絶対にやめましょう。
▶ストーブの周りには燃えやすい物を置かず、給油するときは火を消しましょう。
▶お出掛け前・お休み前・閉店後には、もう一度火の元の点検をしましょう。

　ほこりがたまったコンセントは、湿気によりショートして火災が発生する恐れがあります。
　年末の大掃除の機会に冷蔵庫やテレビの裏側など、普段は見えにくい箇所を確認し清掃し
ましょう。

火災を防ぐために、次のことに気をつけましょう！

隠れたコンセントの清掃をしましょう！

　
　三笠警察署の存続・堅持を求めた署名活動を8月末から実施し、多くの方のご協力をいただき7,596人
分の署名が集まりました。
　11月20日、西城市長、谷津議長をはじめ市内関係団体長から北
海道警察本部長に対し署名簿と要望書を提出し、三笠警察署統合
の白紙撤回を強く要望してきました。
　西城市長から「岩見沢警察署との統合による三笠警察署の分庁
舎化は地域警察力の低下を招くことは明らかであることから、三
笠警察署の存続」を強く要請しています。今後も引き続き、三笠警
察署の存続を求めていきます。

三笠警察署統合白紙撤回について北海道警察へ要望

【問合先】総務課総務秘書係☎②3185


